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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レール（３）もしくはそのレールヘッドに向かって固着力を形成する電磁レールブレー
キ装置（１）であって、
　レール（３）の長手方向に延在するコイルと、
　マグネットコアとして働くＵ字形の磁性のベース体（５）と、
　Ｕ字形のベース体（５）の、レール側の端部にそれぞれ配置された２つの磁極シュー（
７．１，７．２）とが設けられており、
　両磁極シュー（７．１，７．２）とレール（３）のレールヘッドとの間に空隙（９）が
形成されていて、両磁極シュー（７．１，７．２）の間に、磁束を切り離す領域（１１）
が設けられている形式のものにおいて、
　磁性のベース体（５）が、異なった磁化特性線を有する２つの材料から成っており、両
材料のうちの一方の材料は、磁極シュー（７．１，７．２）の摩耗増大による誘導作用の
上昇時に、磁気的な飽和状態にもたらされ、これにより固着力の上昇が回避されるような
磁化特性線を有していることを特徴とする電磁レールブレーキ装置（１）。
【請求項２】
　磁性のベース体（５）が、２つの脚（５.１，５.２）と、該脚（５.１，５.２）の間に
おける１つのベース体中間領域（１３）とを有している、請求項１記載の電磁レールブレ
ーキ装置（１）。
【請求項３】
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　２つの脚（５.１，５.２）が第１の磁性材料を有し、ベース体中間領域（１３）が第２
の磁性材料を有している、請求項１又は２記載の電磁レールブレーキ装置（１）。
【請求項４】
　磁極シュー（７．１，７．２）がそれぞれ、摩擦材料を有している、請求項１から３ま
でのいずれか１項記載の電磁レールブレーキ装置（１）。
【請求項５】
　摩擦材料が焼結材料である、請求項４記載の電磁レールブレーキ装置（１）。
【請求項６】
　磁束を切り離す領域が、電磁レールブレーキの長手方向に延びる非磁性の中間条片（１
１）として形成されている、請求項１から５までのいずれか１項記載の電磁レールブレー
キ装置（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電磁レールブレーキ装置であって、磁性のベース及び／又は保持体と、磁極
シュー領域とを備えていて、該磁極シュー領域が、磁束を案内する領域と磁束を切り離す
領域とを有している形式のものに関する。
【０００２】
　電磁レールブレーキは、基本的に、レール方向に長く延びたコイルと蹄鉄状のマグネッ
トコアとから成る電磁石である。マグネットコイル内を流れる直流は、磁気応力（magnet
ische Spannung）を発生させ、この磁気応力はマグネットコア内に、レールヘッドを介し
て閉じられる磁束を生ぜしめる。電磁レールブレーキのブレーキ力の大きさは、磁気回路
の磁気抵抗に、つまりマグネットシューとレールとの間における摩擦値、起磁力もしくは
電束（elektrische Durchflutung）、ジオメトリ、透磁率及びレール状態に関連している
。
【０００３】
　原則的に、ブレーキ磁石の構造に基づいて、異なった２つの形式の磁石を区別すること
ができる。第１の構成ではマグネットコアは、両側においてコイル体に堅固にねじ結合さ
れた２つの鋼壁から成っている。これとは択一的にブレーキ磁石をリンクマグネット（Gl
iedermagnet）として形成することも可能である。このような構成では、マグネットコア
は２つの端部部材と複数の中間リンクとに分割されている。端部部材はコイル体と堅固に
ねじ結合されており、リンクはコイルボックス開口内において自由に運動することができ
、そしてレールの凹凸に追従することができる。
【０００４】
　電磁レールブレーキの構成に関しては、刊行物「レール車両用のブレーキ、ハンドブッ
ク　ブレーキ技術の概念及び価値、第４５頁、Knorr-Bremse AG, ミュンヘン、１９９０
年」に開示されている。
【０００５】
　磁極シュー領域における摩擦材料としては、従来技術による電磁式のレールブレーキで
は、有利にはＳｔ３７鋼が使用されていた。Ｓｔ３７摩擦層の使用に関する欠点としては
、ブレーキのブレーキ力を著しく低下させるいわゆるスプラッタ（Aufschweissung）が多
く発生するということが挙げられる。従ってブレーキ力を再び得るためには、このような
スプラッタを手によって除去することが必要であり、このような作業は保守コストの高騰
を招く。ＧＧＧ４０鋳鋼を使用すると確かにスプラッタは僅かしか発生しないが、このよ
うな摩擦層によっては小さなブレーキ力しか生ぜしめることができない。
【０００６】
　僅かなスプラッタしか発生しない点で傑出しかつ十分な耐用寿命を可能にする摩擦材料
は、磁極シュー領域のための摩擦材料としては、例えば焼結材料であり、この場合におけ
る焼結材料は、少なくとも１つの粉末状の摩耗防止剤の成分と保護層を形成する粉体の成
分とを含有している。



(3) JP 4444563 B2 2010.3.31

10

20

30

40

50

【０００７】
　焼結材料を摩擦材料として使用する場合における欠点としては、磁極シューの摩耗の増
大に連れて固着力が著しく強くなり、ひいては生ぜしめられるブレーキ力も大きくなると
いう問題が挙げられる。この場合ブレーキ力は、新品状態に比べて２倍～３倍にも高まる
。
【０００８】
　ゆえに本発明の課題は、磁極シュー領域のための摩擦材料として例えば焼結材料を、ス
プラッタを回避するために使用することができ、しかも従来技術における欠点を回避する
ことができるようにすることである。
【０００９】
　この課題を解決するために本発明の構成では、磁性のベース及び／又は保持体が、異な
った磁化特性線をもつ材料を有しており、その結果磁極シュー領域における摩耗増大時に
電磁レールブレーキとレールとの間の空隙における誘導作用の上昇が回避されるようにし
た。
【００１０】
　磁気回路において異なった磁化特性線をもつ材料を組み合わせることによって、磁極シ
ューの摩耗によって高まる誘導作用が、ベース体の特定領域における材料を、さらに磁気
的な飽和状態へともたらし、ひいては固着力の増大、つまりは電磁レールブレーキとレー
ルとの間の空隙における誘導作用の上昇を抑えることになる。
【００１１】
　本発明の有利な構成では、磁性のベース及び／又は保持体が、それぞれ２つの脚と、該
脚の間における１つ中間領域とを有している。そして各２つの脚が第１の磁性材料を有し
、脚の間における中間領域が第２の磁性材料を有している。脚の間における第２の磁性材
料は、ベース材料つまり脚の材料とは異なった磁気的な特性線をもつ材料、すなわち所望
の磁気特性を有する材料である。
【００１２】
　本発明の利点としては特に、磁極シューの耐用寿命にわたって等しい不変のブレーキ力
が保証されるということが挙げられる。そしてブレーキ力の増大に関連した、電磁レール
ブレーキの大きな機械的負荷を、回避することが可能である。
【００１３】
　次に図面を参照しながら本発明の実施例を説明する。
【００１４】
　図１は、磁極シューを備えた電磁レールブレーキとレールの一部とを示す図である。
【００１５】
　図１に示された電磁レールブレーキ１は、レール３の長手方向に長く延在する図示され
ていないコイルと、マグネットコアもしくは保持体又はベース体５とから成っており、こ
のベース体５の脚５.１，５.２は互いに平行に延びている。脚５.１，５.２の端部には磁
極シュー７.１，７.２が配置されており、両磁極シュー７.１，７.２とレール３のレール
ヘッドとの間には空隙９が形成される。磁極シューは有利には摩擦材料、特に焼結材料か
ら形成されている。
【００１６】
　左右の磁極シュー７.１，７.２（Ｎ極もしくはＳ極）の間における中間室には、この中
間室を満たしている非磁性で耐摩耗性で耐衝撃性でかつ耐熱性の中間条片１１が配置され
ている。
【００１７】
　本発明によれば磁性のベース体は、異なった磁化特性線をもつ２つの材料を有している
。図示の実施例では、両方の脚５.１，５.２のために第１の材料が使用され、ベース体の
両方の脚５.１，５.２の間におけるベース体中間領域１３のために、第２の磁性材料が使
用される。ベース体中間領域１３における第２の磁性材料は次のような磁化特性線を有す
ることによって、すなわち磁極シューの摩耗によって磁気抵抗が、小さくなった距離に基
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づいて、つまりレールヘッドと脚５.１，５.２のレールヘッド側端面との間における距離
が短くなったことに基づいて減少し、誘導作用が上昇した場合に、脚５.１，５.２の材料
とは異なるベース体中間領域１３の第２の材料が、磁気飽和へともたらされ、ひいては固
着力の上昇が回避されるような磁化特性線を有することによって、特徴付けられている。
【００１８】
　本発明によって初めて、磁極シューの耐用寿命にわたって等しいブレーキ力を有するこ
とによって傑出した電磁レールブレーキが得られ、しかもこれによって、ブレーキ力の増
大に関連した大きな機械的な負荷を電磁レールブレーキにおいて減じることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】磁極シューを備えた電磁レールブレーキとレールの一部とを示す図である。
【符号の説明】
【００２０】
　１　電磁レールブレーキ、　３　レール、　５　ベース体、　５.１，５.２　ベース体
の脚、　７.１，７.２　磁極シュー、　９　空隙、　１１　中間条片、　１３　ベース体
中間領域

【図１】
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